














研究の要約

厚生省は今後の地域保健サービスを、赤ちゃんからお年寄りまで生涯を通じた健康づくり

のなかで市町村に一元化し、福祉と一体的なサービスを提供できるよう見直しをすすめて

いる。

本研究では、乳幼児の健康診査を中心に母子保健サービスの実態を明らかにしながら市町

村と保健所の連携のありかたを検討する。今年度は実態調査の実施及び集計結果から、①

保健婦の総稼働時間に占める母子保健業務の割合、②健康診査の実施体制、③健診情報の

共有、④母子保健計画の策定、⑤母子保健活動における保健所の市町村支援の実態につい

て報告する。


